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病院図書室あれこれ

一二丿二ｉ

戸 ・図書委員長に聞く

　いま私の目の前には「病院図書室」が創刊

号から第14巻１号まで並んでいる。この原稿

の依頼を受けたとき、国立大阪病院司書の藤

本敦子さんが提供してくれた情報である。近

畿病院図書室協議会が設立されて20年、本誌

の創刊から15年、関係者のご尽力に敬意を表

する。自分の勤務する病院以外の図書室を訪

れることがほとんどない我々図書委員にとっ

て、本誌は唯一で最大の資料となっている。

　国立大阪病院の図書室は図書館と図書閲覧

室が別個となっている。図書館は地上２階、

地下１階であり、病院の規模としては十分な

スペースを持っている。同じ敷地内にあると

はいっても、病院の新築に伴って離島となっ

た。このことから図書閲覧室を管理棟に新設

し、従来の図書館は現在では書庫として利用

するに止まっている。将来予算や人的な余裕

ができれば、図書館をより有効に利用するこ

とが可能である。図書閲覧室には最近の医学

雑誌と新刊書などが置いてあり、Medline

CD-ROMが院長の肝入りで1990年に、医中誌

のCD-ROMが最近になってようやく設置され

たばかりである。司書は事務部庶務課に所属

するいわゆる賃金職員であり、現在では１名

に縮小され閲覧室に常駐している。図書費と

しての正式な国庫金の配分はなく、各種の事

務経費から図書購入費を捻出しているようで

ある。年間予算が明白でなく、また人事権も

ないことから、図書委員会の活動には自ずと

制限がある。このように、病院の規模からす

ると、当院の図書室はソフト面ではなはだ不
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十分といわざるをえない現状である。このこ

とを承知の上で病院図書室に対する私個人の

考えを述べてみたい。

　図書室は研修指定病院の条件の一つであり、

臨床医といえども学会発表や論文数が評価の

対象となった。製薬会社に対する公取委の勧

告は、突如として文献検索を不自由なものと

した。この２つの大きな環境変化の結果、病

院図書室の充実が早急な課題となってきた。

一方すべての病院図書室が多くの蔵書を購入、

保存することは予算的にもスペース的にも困

難であるし、無駄が多い。そのうえ文献相互

貸借システムも国内に止まらないようになっ

た。時代はいまや情報に関する流通革命が進

行しつつある。これからは「図書の無い病院

図書室」が目に浮かぶ。必要な文献が容易に

ブラウン管で読めるなら、印刷物は要らなく

なる。病院図書室にはいくつかのコンピュー

ターと電話とFaｘとスライド作成機と座り心

地の良い椅子があればよい。印刷物を置くと

しても、検索の容易な学術書よりも、医療に

関する時事の載った新聞雑誌の方が、病院と

社会を結ぶのに有効である。つまり病院図書

室は医療・医学の情報室としての役割が重視

されるようになるのではなかろうか。
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利用者の一人として

大阪逓信病院皮膚科部

　　　　　　川津　智

　　　　　　　　　　　　○⊂二二⊃Ｃ二ごl-Ｊ

　院内の図書委員長として病院図書が今後ど

のような形になるのが望ましいかを、これま

で真剣に考えたことはなく、今回原稿依頼を

受け、多少のとまどいと恥しさを感じている。
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ただ一つだけ言い訳をさせていただけるなら、　でない。稀に本を借り出したまま転任する不

実務担当の司書さんが実に熱心でこちらの出　　心得者もいるので、所定の貸出し期限が過ぎ

る幕がなかったためで、こういう状況を長く　　れば遠慮なく電話などで返却を督促してほし

続けることが目下の私の役割だと思っている。　　い。　　ニ

そこでテーマとは少し異なるが、利用者の一　　５．専門誌の外来、医局への長期貸し出し

人として現在受けているサービスを列記しな

がら、受ける側の感想などを述べたい。

1 . Contents service

　新着雑誌目次コピーが週一回届く。毎年こ

ちらの希望する雑誌をリストアップしている。

私達が図書室を利用する楽しみの一つは特別

な目的もなく新刊誌に目を通し、面白そうな

記事をみつけることで、時に思いも掛けない

情報をえて何か得をしたような気分になるこ

ともある。週一回くらいの図書室通いをずっ

と続けている同僚もいるが、物ぐさな私は診

察にかまけて遠ざかってしまい、届けられる

目次をみながら、残り香をかいでいるような

状態である。

２．文献検索と複写

　当院でも医学中央雑誌やIndex Medicus

のパソコン検索ができるようになった。　しか

し病院職員のすべてがパソコンを使いこなせ

るわけではないので、不慣れなものにとって

は、手慣れた司書さんに打ち出しを頼めるこ

とで時間も節約でき、精神的なプレッシャー

からも解放される。また当院にない文献を他

施設に依頼してコピーが手元に届く時間が大

変早くなっている。病院図書室間のネット

ワークが整備された効果であろうか。

３．新規購入図書リスト

　毎月各科で購入した図書が、その所在場所

とともに表記されて届けられる。眺めている

と各科の活動領域を知ることができて面白い。

４．新採用の病院職員への図書室紹介

　利用の方法、購読雑誌のリスト、サービス

内容などを新採用者に紹介している。特に研

修医など若い人に病院図書室の良さと規律正

しい利用法を知ってもらうことを目的として

いるが、どの程度実が上がっているかは定か
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　専門領域の新刊誌を来整本のまま各科の外

来や医局に１～２年間貸してもらっている。

後日製本の際欠号が出ることもあるが、それ

を差し引いても利用者側には有難いシステム

である。

　以上思いつくままに主なものを記した。病

院図書に要する人員や予算は相変らず厳しい

状況が続くと思われるが、厚生省の研修医指

定病院資格審査では病院図書の充実が重要な

項目となっている。今後の病院評価に図書室

の占める比重はさらに大きくなるものといえ

よう。
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院図書室に

求められているもの

大阪労災病院内視鏡検査室

　　　　　　　　田中　道

　　　　　　　　□⊂二二⊃

　全世界の大学や教育機関・研究機関、企業、

地域ネットワーク、パソコン通信サービスな

どを結んで張り巡らされたネットワークの

ネットワークである『インターネット』は、

いまや次世代のコミュニケーションに欠かせ

ないインフラストラクチャに成長しつつあり

ます。 1994年春の時点でインターネットに接

続しているネットワークは約24000、ユー

ザーは2000万人とも言われ、現在も爆発的に

成長を続けており、各種メディアでインター

ネットの話題を見ない日は無いまでになりま

した。




